
 

                             2020年2月20日 

各  位                 

社 名 株 式 会 社 プ ラ ッ プ ジ ャ パ ン 
代 表 者 名 代表取締役社長   鈴木  勇夫 

（JASDAQ・コード番号：２４４９） 

問い合わせ先 執行役員管理本部長 白井智章 
 （電話０３-４５８０-９１１１） 

 

合弁会社設立に関するお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会において、株式会社ショーケースとの間で、合弁契約を締結し、合弁

会社を設立することを決議いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

１．合弁会社設立の背景と目的 

メディア環境の急速な変化に伴い、デジタル領域における PR ニーズは高まっています。当社では

デジタル領域の拡大を目指し、デジタル PR サービスの強化と新サービス開発を推進してまいりまし

た。 

一方でショーケースは、「おもてなしテクノロジー」で人を幸せにする、をビジョンとし、オンラ

インビジネスを展開する企業へ Fintech と EFO を核とした SaaS を提供し、クライアントの売上拡大

や成約率向上を支援しています。 

今回、当社のデジタルPRサービス強化の一環として、ショーケースの保有するWEBマーケティング

×テクノロジーを活用し、革新的なソリューションを開発・提供してまいります。「あしたのPRをつ

くる」というミッションのもと、企業のコミュニケーション活動の効果最大化を図ります。 

 

２．合弁会社の概要 

（１） 名 称 プラップノード株式会社 

（２） 所 在 地 東京都港区赤坂 1－12－32 アーク森ビル 33 階 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 渡辺 幸光 

（４） 事 業 内 容 デジタルコミュニケーション領域におけるソリューション提供 

（５） 資 本 金 2 億円(資本準備金を含む) 

（６） 設 立 年 月 日 2020 年 3 月 2 日(予定) 

（７） 決 算 期 8 月 

（８） 純 資 産 未定 

（９） 総 資 産 未定 

（１０） 出 資 比 率 
株式会社プラップジャパン：86％、 

株式会社ショーケース：14％ 

 

 

 

 



３． 合弁相手会社の概要 

（１） 名 称 株式会社ショーケース 

（２） 所 在 地 東京都港区六本木 1 丁目 9－9 六本木ファーストビル 14 階 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 永田 豊志 

（４） 

事 業 内 容 

○Fintech＆クラウドマーケティング事業 

○広告・メディア事業 

○クラウド・インテグレーション事業 

○投資支援事業(株式会社 Showcase Capital) 等 

（５） 資 本 金 3 億 3,704 万円 

（６） 設 立 年 月 日 1996 年 2 月 1 日 

（７） 大株主及び持株比率 森 雅弘(22.6％) 

（８） 

上場会社と当該会社 

と の 間 の 関 係 

資 本 関 係 該当はございません。 

人 的 関 係 該当はございません。 

取 引 関 係 該当はございません。 

関連当事者への該

当 状 況 
該当はございません。 

（９） 当該会社の最近 3 年間の連結経営成績及び連結財政状態 

 決算期 2017 年 12 月期 2018 年 12 月期 2019 年 12 月期 

 連 結 純 資 産 1,226 百万円 1,181 百万円 949 百万円 

 連 結 総 資 産 2,577 百万円 2,535 百万円 2,228 百万円 

 １ 株 当 た り 連 結 純 資 産 178.81 円 173.95 円 140.11 円 

 連 結 売 上 高 1,859 百万円 2,002 百万円 1,508 百万円 

 連 結 営 業 利 益 191 百万円 352 百万円 92 百万円 

 連 結 経 常 利 益 163 百万円 323 百万円 △14百万円 

 親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 

当 期 純 利 益 
12 百万円 16 百万円 △183 百万円 

 １株当たり連結当期純利益 1.79円 2.48円 △27.02 円 

 １ 株 当 た り 配 当 金 5.5 円 0 円 5.5 円 

 

４．日 程 

（１） 取 締 役 会 決 議 日 ２０２０年 ２月２０日 

（２） 契 約 締 結 日 ２０２０年 ２月２０日 

（３） 事 業 開 始 日 ２０２０年 ９月 １日（予定） 

 

５． 今後の見通し 

本合弁会社の設立による当社連結業績に与える影響は軽微となる見通しですが、重要な影響を与

える影響を与える見込みが生じた場合には、確定後速やかに開示いたします。 

 

以 上 

 


